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	応用
	抗原情報
	背景
	BCL10誘導性NF-κB活性化を促進する。BCL10の核外輸送に関与する。TRAF6に結合し、TRAF6のオリゴマー形成とリガーゼ活性の活性化を誘導する。BCL10誘導性活性化を促進するプロテアーゼは、CARDドメイン含有タンパク質（CARD9、CARD11、CARD14）の下流で適応免疫および自然免疫シグナル伝達を誘導するCBM複合体の形成を介して作用し、炎症性サイトカインおよびケモカインをコードする遺伝子の発現を刺激するNF-κBおよびMAPキナーゼp38経路を活性化する（PubMed:11262391、PubMed:18264101、PubMed:24074955）。 BCL10切断を媒介する：MALT1依存性のBCL10切断は、T細胞抗原受容体誘導性インテグリン接着において重要な役割を果たします（PubMed:11262391、PubMed:18264101）。Tヘルパー17細胞（Th17）の分化誘導にも関与します（PubMed:11262391、PubMed:18264101）。T細胞受容体（TCR）刺激に応答してRC3H1とZC3H12Aを切断し、協調的に抑制されていた標的を放出することでTh17細胞の分化を促進します（類似性による）。また、TCRを介した活性化に続いてT細胞内のN4BP1を切断し、N4BP1の不活性化をもたらします（PubMed:31133753）。ユビキチンリガーゼ活性も有する可能性があり、TRAF6 に結合して TRAF6 オリゴマー化を誘導し、リガーゼ活性を活性化します (PubMed:14695475)。
	研究分野
	T細胞受容体;B細胞抗原;
	画像データ
	

	K562 細胞溶解物中の MALT1 発現のウェスタン ブロット解析。

